
ステージ4
基準

350床 35床 796人 10％
796人/週
（15.0人） 増加 50％

ステージ3
基準

250床 25床 増加 増加
133人/週
（2.5人） 増加 50％

医療提供体制等の負荷
監視
体制

感染状況

病床全体
うち
重症者
用病床

療養者数
検査
陽性率

新規
感染者数

先週
１週間
との比較

感染経路
不明割合

全 道
（3/4）

３１５床 ５床 ５６４人 2.1％
２９０
人/週

（5.5人）
０.９３ 34.1％

※（ ）は10万人あたりの新規感染者数

１※各指標の動向（矢印）は、１週間前との比較

主な指標の状況

※2/23



感染者数と入院患者数
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集中対策
期間開始
（10/28）

現在

２



集中対策期間

３

３月７日まで

2/16 2/28



感染の再拡大防止に向けて

①移動や会食機会が増加

リスクが高まる時期に備える

②安心してワクチン接種を

受けられる環境づくりを進める
４



道の警戒ステージ２以下を目指す

当面の目標

・病床全体２５０床

・新規感染者数１３３人/週
（10万人当たり2.5人）

５



６

手洗い

基本行動

マスク着用

咳エチケット

人との
距離を取る



感染防止行動の実践

３つの場面での行動のポイント

外 出 飲 食

職 場
7



緊急事態宣言の対象地域との
不要不急の往来を控える

外出の際には１

このほか、
・体調が悪いときは、外出を控える
・重症化リスクの高い方と接する際はリスク回避行動を徹底
・感染拡大地域への訪問は、行き先などを慎重に検討

道民の皆様へ

８



４人まで、短時間、深酒せず、
大声出さず、会話ではマスク

飲食の際には２

このほか、
業種別ガイドラインや新北海道スタイルの実践などを
宣言している店舗を利用

「黙食」を実践

９



休憩場所など、感染リスクが
高い場所での対策を徹底

職場内では３

このほか、
・業種別ガイドラインや新北海道スタイルの実践を進める
・テレワークや時差出勤を推進 10



特に、今年の年度末・年度始め

４つの場面で行動を徹底

卒業式・入学式等 歓送迎会等

卒業旅行等 入学・着任
11



人との間隔を十分に

確保するなど適切に開催

卒業式・入学式など

12

１



歓送迎会や新歓コンパ、

飲食につながる

謝恩会等は控える

歓送迎会など

13

２



大人数での会食が
避けられない旅行は控える

卒業旅行など

旅行は、なるべく混雑しない平日の間で行動

14

３



引越時期を分散化するため

着任日は柔軟に

入学・着任など

15

４



市町村窓口での啓発資料の配付 など

マンガ・イラスト・ＳＮＳによる啓発 など

集団感染の事例集の作成・活用 など

■道民向け

■若者向け

■転入者向け

ターゲットに応じた普及啓発

16



空港や駅で
交通事業者と連携した普及啓発 など

新北海道スタイルの実践店舗の取組
（好事例）を発信 など

■飲食の場面

■移動の場面

飲食・移動の場面の普及啓発

17



・感染源を早期に見つける
積極的疫学調査

・施設等で感染者が一例でも確認
された場合、迅速で幅広い検査

など

■早期探知に向けて

感染再拡大の予兆の探知等

18



■変異株への監視強化

道立衛生研究所での変異株検査

感染再拡大の予兆の探知等

19

道によるスクリーニング検査

・検査期間 2/1～28

・変異株確定数/検査数 0件/89件



市町村や医師会等と連携した
円滑な接種体制の構築 など

■ワクチン接種体制

感染再拡大の予兆の探知等

道内へのワクチン出荷（予定）

・３月（医療従事者向け） 約５万回分

・４月（高齢者向け） 約2.2万回分
※3/5日到着 約2.5万回分

20



・感染症広域支援チームの
迅速な編成・派遣

・国、都道府県、関係団体等と
連携した専門家、医師等の派遣

■集団感染への対応

予兆に対する迅速な対応

21



地域で感染が拡大傾向
にある場合、振興局による
注意喚起等を実施

■感染再拡大への対応

①モニタリングと注意喚起

22



さらに感染拡大する場合
期間、地域や業態を特定し
外出自粛などの強い施策

②地域を限定した措置

23



当該地域を対象とした「重点措置」
国への要請を検討

■地域の医療の提供に支障が
生ずるおそれがある とき

（※全道の新規感染者数が10万人当たり15人/週超）

■地域の感染拡大が
道内全体に拡大するおそれがある※

③まん延防止等重点措置の検討

24



25

みんなで新北海道スタイル

「みんな」 の取組を道が紹介して、

「みんな」 に取組の輪を広げます。
それが

「みんなで新北海道スタイル」



新北海道スタイルの新展開

26

道民・事業者の協力の見える化
・全道の事業者の協力状況を可視化

・事業者の取組を紹介し写真とテキストで解説

オール北海道の取組への拡大

みんなのアイデアの実現を後押し



新北海道スタイル
推進協議会
加盟社数

1,694 社

新北海道スタイルの新展開 新ホームページの開設

27

ポイント③
アイデア応援
サイトの新設

「新北海道スタイル」
取組宣言の
店舗数

98,183 店

テレワーク
推進企業数

117 社

ポイント②
各指標の数値
を日々更新

新規感染者数

（前日比）

43 人

（▲23人）

道の警戒ステージ

１２３ ４５

ポイント①
一目でわかる
感染状況



28

新北海道スタイル
取組の好事例を紹介

新北海道スタイル 好事例 検索

取組の輪を広げる



29

お店選びの参考にする
飲食店等を紹介

新北海道スタイル 店舗名公表 検索

お店を地図プロット

ぐるなび特設ページ


